























い（Horner & Whiten 2005）． 
	 こうした実験から示唆されるのは，ヒトの子どもは相手の非合理的行動を過
剰に模倣し，他方チンパンジーは合理的行動しか行わない，ということである2．
過剰模倣については欧米以外の文化圏でも一部報告されており（e.g., Berl & 
                                            
1 山口大学国際総合科学部 Email: nakao@yamaguchi-u.ac.jp 
2 たとえば最後通牒ゲーム（ultimatum game）を用いた実験でも，チンパンジーの合理性とヒト
の非合理性が示唆されている（e.g., Jensen et al. 2007）． 






ュラル・ペダゴジー説（theory of natural pedagogy）である（Csibra & Gergely 2006, 
2009, 2011; Gergely et al. 2007）．この説にとって過剰模倣は「教科書的例」（Csibra 






















































                                            




































































































































































かで進化したと考えられるものである．（中尾 2015 などを参照） 
8 旧石器時代に関しては，一般的にヨーロッパでは下部・中部・上部旧石器時代（Lower，Middle，





































                                            





























                                            
11 多少の例外はあるが，それらについてはその後の検証報告もなされておらず，実質的には皆
無に近い．明示的教育についても，確かな報告は見られない． 
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